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二
〇
〇
二
年
十
一
月
二
十
一
日
、
ス
ポ
ー
ツ

の
宮
様
で
知
ら
れ
た
高
円
宮
憲
仁
親
王
殿
下
が
、

ス
カ
ッ
シ
ュ
の
プ
レ
ー
中
に
心
室
細
動
で
倒
れ
、

帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
私
は
本
紙
第

六
号
の
コ
ラ
ム
に
記
述
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
運

動
負
荷
心
電
図
」
の
受
診
と
と
も
に
、
「
除
細
動

器
」
の
普
及
と
有
効
利
用
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に

も
、
医
療
機
関
に
も
喚
起
を
促
し
ま
し
た
。
あ
れ

か
ら
二
年
、
今
回
は
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
を
お
届

け
し
ま
し
ょ
う
。

も
う
何
年
も
前
か
ら
先
進
諸
国
で
は
大
勢
の
人

が
集
ま
る
場
所
で
は
ど
こ
に
で
も
設
置
さ
れ
、
誰

に
で
も
簡
単
に
使
っ
て
救
命
に
役
立
て
て
い
る

『
自
動
対
外
式
除
細
動
器
』
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
そ
の
国

際
的
名
称
）
が
、
日
本
で
は
医
師
の
承
諾
が
な
け

れ
ば
、
救
急
救
命
士
で
も
使
用
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
。
予
期
し
た
と
お
り
、
宮
様
の
事
故
以
来
各

方
面
で
急
速
な
進
展
が
あ
り
、
昨
年
の
七
月
一
日

よ
り
一
般
人
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
用
可
能
と
な
り
、

心
肺
蘇
生
法
と
連
繋
し
て

心
肺
停
止
に
対
処
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、

今
後
の
皆
さ
ん
の
ク
ラ
ブ

運
営
に
と
っ
て
も
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
い
い
ま
す
の
も
、

私
た
ち
の
ご
く
身
近
な
と
こ
ろ
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
が
、
心
肺
停
止
を
見
事

に
救
わ
れ
た
国
内
第
一
号
（
三
月
十
五
日
読
売
）

と
な
っ
た
の
で
す
。

去
る
二
月
二
十
日
行
わ
れ
た
第
十
二
回
泉
州
国

際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
で
、
ス
タ
ー
ト
直
後
約
一
キ
ロ

地
点
で
、
突
然
倒
れ
た
高
齢
の
ベ
テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー

に
対
し
、
後
ろ
を
走
っ
て
い
た
ラ
ン
ナ
ー
の
う
ち
、

二
人
の
救
急
救
命
士
と
医
師
と
看
護
師
の
四
人
が

駆
け
寄
り
、
協
力
し
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
口

呼
吸
を
始
め
る
と
と
も
に
、
大
会
救
護
車
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
取
り
寄
せ
、
発
症
か
ら
約
三
分
後
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
施
す
と
い
う
素
早
い
連
携
プ
レ
ー
に

よ
っ
て
見
事
に
一
命
を
と
り
と
め
た
と
い
う
泉
州

国
際
マ
ラ
ソ
ン
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
が
報
じ
ら
れ

た
の
で
す
。

三
月
十
六
日
私
は
堺
市
内
の
病
院
に
入
院
中
の

同
ラ
ン
ナ
ー
を
見
舞
い
ま
し
た
が
、
何
の
障
害
も

残
さ
ず
、
す
で
に
外
出
許
可
が
出
る
ま
で
に
回
復

さ
れ
て
お
り
、
何
と
幸
運
な
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
っ
た

こ
と
よ
、
と
手
に
手
を
と
っ
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。

彼
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
経
験
も
数
十
回
に
及

び
、
百
キ
ロ
超
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
を
何
度
も

完
走
し
た
こ
と
が
あ
る
超
持
久
力
の
持
ち
主
で
す

が
、
今
回
は
ス
タ
ー
ト
直
後
の
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー

が
心
臓
に
格
別
の
負
荷
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
、

と
彼
の
証
言
か
ら
推
測
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
彼
は
、
鍛
え
に
鍛
え
ぬ
い
た
自

分
の
心
臓
が
、
よ
も
や
あ
の
よ
う
な
ア
ク
シ
デ
ン

ト
を
引
き
起
こ
す
と
は
全
く
予
想
も
し
な
か
っ
た

に
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
生

体
は
、
毎
日
同
じ
状
態
で
活
動
し
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
の
で
す
。
周
囲
の
環
境
や
生
活
の
リ
ズ
ム

に
対
応
し
て
刻
々
と
変
化
し
な
が
ら
生
き
て
い
る

の
で
す
。
私
た
ち
が
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
変

化
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
く
る
の
で
す
が
、
悲
し
い

か
な
、
そ
れ
が
自
分
に
は
な
か
な
か
感
知
で
き
な

く
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

熟
練
ラ
ン
ナ
ー
の
心
臓
ト
ラ
ブ
ル
を
、
私
た
ち

は
貴
重
な
教
訓
と
し
て
心
に
刻
み
込
み
、
日
常
の

活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
注
）
こ
の
記
事
は
、
当
ラ
ン
ナ
ー
の
承
諾
を

得
て
記
載
し
ま
し
た
。
除
細
動
器
は
本
紙
第
六
号

の
注
記
参
照
の
こ
と
。

や

さ

し

い

運

動

生

理

学

（

そ

の

八

）

『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
泉
州
マ
ラ
ソ
ン
で
初
の
救
命
！

顧
問

辻

寿
一

（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
）

（
健

康

運

動

指

導

士
）

昔
の
村
の
様
子
で
は
民
家
の
ほ

と
ん
ど
が
藁
葺
屋
根
で
、
瓦
葺
は

お
寺
の
本
堂
か
、
庄
屋
さ
ん
の
お

家
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
阪
南
市
に
残

さ
れ
て
い
る
古
文
書
に
は
瓦
葺
の

家
が
予
想
以
上
に
多
く
あ
っ
た
と

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
当
市
で
は
私
の
住
む
自

然
田
以
外
に
も
山
中
渓
、
黒
田
、

西
鳥
取
、
貝
掛
、
下
荘
あ
た
り
に

沢
山
の
瓦
の
窯
元
が
あ
り
、
そ
の

材
料
の
良
質
な
粘
土
が
今
の
鳥
取

東
中
学
か
ら
桜
ヶ
丘
地
区
の
一
帯

で
産
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
も
中
学

横
の
Ｊ
Ｒ
踏
切
に
は
「
粘
土
山
」

と
い
う
名
前
が
残
っ
て
い
て
往
時

を
偲
ば
せ
て
い
ま
す
。

私
の
叔
父
の
家
で
も
明
治
以
前

か
ら
瓦
の
製
造
を
生
業
と
し
て
い

な
り
わ
い

ま
し
た
。
そ
の
窯
元
で
は
牛
車
で

運
ば
れ
て
き
た
粘
土
を
積
み
上
げ
、

職
人
さ
ん
が
当
日
の
分
に
水
を
入

れ
「
シ
ェ
イ
、
シ
ェ
イ
」
と
掛
け

声
を
掛
け
な
が
ら
両

足
で
踏
み
つ
け
独
特

の
鍬
を
使
い
練
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
私

も
小
学
生
の
頃
、
学

校
か
ら
帰
る
と
す
ぐ

叔
父
さ
ん
の
窯
に
遊

び
に
行
き
職
人
さ
ん

の
瓦
作
り
を
横
か
ら

眺
め
て
い
た
も
の
で

し
た
。

窯
は
外
部
が
土
製

で
固
め
ら
れ
、
内
部

は
耐
火
煉
瓦
を
積
み

上
げ
た
、
高
さ
約
三

メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三

メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約

五
メ
ー
ト
ル
位
で
中

央
が
盛
り
上
が
っ
た

丁
度
乗
用
車
の
ボ
ン

ネ
ッ
ト
が
前
後
に
つ

い
た
よ
う
な
形
の
も

の
で
、
そ
の
窯
の
前

後
か
ら
松
の
木
の
薪

を
放
り
込
ん
で
火
を

つ
け
何
日
か
で
（
日

数
は
記
憶
無
し
）
焼

き
上
げ
、
窯
出
し
は
窯
の
中
央
左

右
の
横
か
ら
出
す
構
造
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
窯
出
し
の
日
に
は

「
ア
ツ
イ
、
ア
ツ
イ
」
と
言
い
な

が
ら
手
伝
い
を
し
た
事
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

当
市
の
瓦
は
和
泉
瓦
と
言
わ
れ
、

特
に
良
質
で
鉄
道
駅
舎
に
も
使
用

さ
れ
た
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
家
の
新
築
と
い
え
ば
当

市
の
瓦
が
使
わ
れ
、
今
で
も
自
然

田
は
勿
論
、
和
泉
市
あ
た
り
の
町

の
古
い
民
家
か
ら
「
泉
州
自
然
田

の
叔
父
の
銘
」
が
刻
印
さ
れ
た
軒

瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

和
泉
瓦
の
製
造

芝

野

安

秀

郷
土
は
な
し
（
第
三
話
）

阪
南
市
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
に
引
き
続
き
当

ク
ラ
ブ
に
参
加
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
は
役
員
を
務
め
五
年
目
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
機
関
紙
「
わ
」
及
び
五
周
年
記
念
誌
の
発
行
、
バ
ス

ツ
ア
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
の
幹
事
等
、
ク
ラ
ブ
行
事
に
携
る
事
で
、
共
に
係

わ
っ
た
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
よ
い
想
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
若
い
時
か
ら
、
太
り
気
味
で
二
十
六
歳
の
と
き
、
よ
く
吐
き
気

が
す
る
の
で
医
者
に
診
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
肝
臓
が
悪
い
と
の
事
で
即

入
院
と
な
り
、
細
胞
検
査
で
脂
肪
肝
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
要
す
る
に

太
り
す
ぎ
で
、
肝
臓
に
余
分
な
脂
肪
が
付
着
し
肝
機
能
を
妨
げ
て
い
た

の
で
し
た
。

医
者
に
は
「
食
事
と
運
動
」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
が
自
覚
症
状
が
無

い
事
も
あ
り
、
そ
れ
か
ら
何
十
年
間
、
肝
機
能
の
検
査
数
値
が
悪
く
て

も
特
に
気
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
平
成
十
五
年
三
月
の
人
間
ド
ッ
ク
で
肝
機
能
だ
け
で
な
く
糖

尿
病
と
も
診
断
さ
れ
、
深
刻
に
「
食

事
と
運
動
」
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
運
動
と
食
事
療
法
と
い
っ

て
も
面
倒
だ
し
、
好
き
な
も
の
も
食

べ
た
い
。

そ
こ
で
無
理
を
せ
ず
、
ま
ず
で
き
る
事
か
ら
と
考
え
、
運
動
面
は

極
力
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
な
い
生
活
を
。

食
事
面
で
は
夕
食
は
少
な
め
で
、
夕
食
後
は
何
も
食
べ
な
い
よ
う
に
。

こ
れ
を
一
年
続
け
た
結
果
、
息
切
れ
が
な
く
な
り
体
重
も
減
り
ま

し
た
。
そ
し
て
何
十
年
間
悪
か
っ
た
肝
機
能
の
数
値
が
正
常
に
な
り
、

糖
尿
病
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
と
協
力
し
て
く
れ
た

妻
の
お
陰
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
身
体
は
使
用
し
な
け
れ
ば
衰
退
す
る
」
を
念
頭
に
お

き
、
こ
の
生
活
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

役
員
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
を
踏
ま
え
当
ク
ラ
ブ
も

そ
の
使
用
を
検
討
、
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
れ
ば
情
報
の
共
有
化
が
図
れ
る
し
連
絡
に
も
利
用
で
き

ま
す
。
辻
顧
問
の
「
や
さ
し
い
運
動
生
理
学
」
な
ど
貴
重
な
お
話
を
掲

載
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
等
検
討
す
べ
き
事
項
が
山
積
で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
や

野
球
等
、
ゴ
ー
ル
（
得
点
）
す
る
の
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い

よ
う
に
、
会
員
の
お
互
い
が
心
の
パ
ス
（
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
）
を
繰
り

返
し
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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昨
年
四
月
十
七
日
に
リ
ー
ダ
ー
西

出
を
先
頭
に
八
人
衆
で
立
ち
上
げ
た

ク
ラ
ブ
で
、
活
動
と
し
て
は
毎
月
一

回
、
山
登
り
を
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」
の
名

前
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
顧
問
の
辻
先

生
に
つ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
何
を

ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
も
分
か
ら
ず
い
ろ

い
ろ
悩
み
、
八
人
で

「
無
い
知
恵
」
を
絞

り
ま
し
た
。

役
員
の
方
々
に
も

ご
苦
労
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
今
で
は

会
員
が
五
十
名
以
上

に
も
な
り
驚
い
て
い

ま
す
。

私
自
身
、
最
初
の

頃
は
山
に
登
る
に
も

大
変
で
、
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
楽
に
登
れ
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
頂
上
に
着
い
た
と

き
の
爽
快
感
は
格
別
で
す
。

山
頂
で
は
ビ
ー
ル
や
お
酒
を
飲
ん

で
疲
れ
を
癒
し
、
お
弁
当
の
あ
と
は

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
沸
か
し
て
楽

し
み
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
、
一
月
と
年
二
回
、

南
海
電
鉄
山
岳
部
の
方
々
と
の
交
流

も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
の
活
動
の
中
で
、
最

も
楽
し
か
っ
た
の
は
雪

の
中
で
の
今
年
の
「
元

旦
会
」
で
す
。
子
供
の

頃
に
戻
っ
て
雪
合
戦
や

羽
つ
き
、
雪
だ
る
ま
を

作
っ
た
り
獅
子
舞
を
し

た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。

「
元
旦
会
」
は
野
見

山
さ
ん
の
命
名
で
ク
ラ

ブ
の
写
真
も
撮
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ク
ラ
ブ
の
仲
間
で

芝
村
さ
ん
を
座
長
に
演

芸
部
を
作
り
、
部
員
八

人
が
二
ヶ
月
に
一
度
く

ら
い
の
割
り
合
い
で
、

老
人
ホ
ー
ム
へ
慰
問
に

行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
の
方
々
よ
り

も
演
芸
部
員
の
方
が
楽
し
ん
で
い
ま

す
。会

員
の
方
達
と
、
こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
、

楽
し
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
一
周
年
に
あ
た
り

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

小
浜

ふ
み
え

毎
号
機
関
紙
「
わ
」
の
メ
イ
ン
記
事
「
や
さ
し
い

運
動
生
理
学
」
を
執
筆
し
、
ま
た
二
ヶ
月
に
一
度
、

会
員
の
実
技
指
導
を
担
当
し
て
下
さ
っ
て
い
る
顧
問

の
辻
寿
一
先
生
（
昭
和
十
年
八
月
十
二
日
生
）
の
横

つ
じ
じ
ゅ
い
ち

顔
を
紙
上
で
紹
介
し
ま
す
。

・
阪
南
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
会
長

・
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
（
文
部
科
学
省
認
定
）

・
健
康
運
動
指
導
士
（
厚
生
労
働
省
認
定
）

以
上
の
資
格
を
お
持
ち
に
な
り
、
阪
南
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

関
わ
り
多
大
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
四
十
年
余
り
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
等
の
業
績
に
対
し
て
、
二
〇
〇
四
年
秋
に
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
主
な
受
賞
歴
を
掲
げ
て
み
ま
し
た
。

・
秩
父
宮
記
念
体
育
振
興
会
賞
・
・
・
・
・
（
一
九
五
四
年
三
月
）

・
大
阪
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
・
・
・
・
・
・
・
（
一
九
七
九
年
十
月
）

・
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
文
化
賞
・
・
・
・
・
（
一
九
八
九
年
三
月
）

・
大
阪
府
知
事
感
謝
状
・
・
・
・
・
・
・
（
一
九
九
〇
年
十
二
月
）

・
全
国
体
指
連
合
三
十
年
勤
続
感
謝
状
・
・
（
一
九
九
三
年
十
月
）

・
近
畿
体
指
協
議
会
功
労
賞
・
・
・
・
・
・
（
一
九
九
五
年
二
月
）

・
大
阪
体
育
連
合
功
労
賞
・
・
・
・
・
・
・
（
一
九
九
六
年
八
月
）

・
阪
南
市
長
感
謝
状
・
・
・
・
・
・
・
・
・
（
一
九
九
七
年
十
月
）

・
全
国
体
指
連
合
功
労
賞
・
・
・
・
・
・
（
一
九
九
八
年
十
一
月
）

・
文
部
科
学
大
臣
功
労
賞
・
・
・
・
・
・
（
二
〇
〇
四
年
十
一
月
）

新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、
一
度
先
生
の
指
導
を
受
け
て
み
ま
す
と
、

す
ぐ
に
「
と
り
こ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

先
ず
頭
と
心
に
働
き
か
け
る
巧
み
な
話
術
に
ひ
か
れ
、
次
に
実

技
指
導
で
「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
さ
せ
て
下
さ
る
の
で
す
。

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
を
吸
収
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
充
実
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

島田 昌明

８年前、勤め先のリ

フレッシュ休暇でスイ

スに旅行し、マッター

ホルンやモンブランを

展望した時「いずれ世

界最高峰のエベレスト

も自分の目で見てみた

い」と思った。

一昨年リタイアしてからそのチャンスが巡って

来た。カトマンズから小型飛行機で現地に入り、

２日かけて３９００ｍ位まで登ると紺碧の空に聳
そび

えるヒマラヤの山々の大パノラマが広がる。中で

もエベレストの雄姿には感激した。

同じ仲間から「今年も行きませんか」と声がか

かり、昨年秋再び行ってきた。今回は標高は高く

ないが峪あり、棚田あり、プリムラやヒマラヤ桜、
たに

天を見上げるほどの石楠花の林の中と変化に富ん
し ゃくなげ

だコースで、毎日真近に見える８０００ｍ級のア

ンナプルナ・ダウダギリの美しさと雄大さに感動

した。

フィットネスクラブのお陰であると健康に感謝

するとともに、気力・体力・財力の続く限り、ト

レッキングを楽しもうと思っている。今夏は中国

四川省にある四姑娘山に登る予定である。誰かご
スークーニャン

一緒しませんか！？

肥田 正孝

エベレスト ローツェ アマダブラム

昨
年
の
三
月
、
京
都
の
三
条
大
橋
に
あ
る

弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
の
像
を
出
発
点
に
、
東

京
の
お
江
戸
日
本
橋
ま
で
の
五
十
三
次
を
二

年
で
歩
く
ツ
ア
ー
に
参
加
。
昨
年
の
十
一
月

ま
で
は
日
帰
り
で
一
日
約
十
五
キ
ロ
か
ら
最

高
二
十
三
キ
ロ
を
歩
き
、
今
年
の
一
月
か
ら

は
一
泊
二
日
で
最
長
四
十
一
キ
ロ
歩
い
た
日

も
あ
り
ま
し
た
。
途
中
は
本
陣
、
一
里
塚
、

戦
場
跡
、
資
料
館
等
を
見
学
。
宿
は
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
で
の
一
人
寝
の
体
験
。
交
通
は
新

幹
線
、
私
鉄
、
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
と
ユ
ニ
ー

ク
な
旅
行
を
兼
ね
た
歩
く
健
康
旅
行
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
三
月
は
浜
松
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

四
月
は
天
竜
川
を
渡
り
大
井
川
に
向
い
ま
す
。

お
江
戸
日
本
橋
に
着
い
た
ら
、
又
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

田
原

幸
子

今では生活の中心になってしまった私の趣味…「パッチ
ワーク」
狭い部屋で一日中ラジオを聴きながら、時計の針のよう

に毎日チクタクと針を動かしております。
パートの仕事を辞めた時、一日中テレビを見ながらボォー

としているのが嫌で、本を見ながらいくつかの作品を作っ
てみましたがわからないことが多く、教室に習いに行くこ
とにしました。
布と布を繋いだ時のワクワクした気持ち、指先を針で突

きながらのキルト、完成した時の満足感、いくつ作ってもこの気持ちは変わりま
せん。また、昨年はサラダホールで教室の展示会が開かれ、私の作品も展示して
いただき、これも一つの励みとなっています。
私のこれからの課題は、色と柄の組み合わせを勉強することだと思っています

が、これがなかなか難しいものです。
バッチワーク・キルトに興味のある方は６月８日(水)より１１日(土)まで大阪

南港ATCホールで〔OSAKA・布の博覧会2005〕がありますよ。ただし、有料です。

森本 慶子

編
集
手
帳

上
野

恭
子

総
会
を
終
え
、
平
成
十

七
年
度
が
始
動
し
た
。
創

刊
以
来
、
編
集
委
員
を
勤

め
て
下
さ
っ
た
杉
山
さ
ん

が
辞
さ
れ
た
事
は
大
き
な

痛
手
で
あ
る
が
、
新
た
に

野
見
山
さ
ん
が
加
わ
っ
て

下
さ
っ
た
の
は
心
強
い
。

今
回
の
原
稿
募
集
に
あ

た
っ
て
、
依
頼
し
た
方
も

自
主
的
に
書
い
て
下
さ
っ

た
方
も
全
員
、
期
日
内
に

提
出
し
て
下
さ
っ
た
事
は

ほ
ん
と
う
に
有
難
い
。

ク
ラ
ブ
の
組
織
が
変
更

に
な
り
、
機
関
紙
「
わ
」

も
広
報
委
員
会
の
業
務
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
さ

れ
た
が
、
そ
れ
を
ど
う
受

け
と
め
発
展
さ
せ
て
い
く

の
か
を
今
後
の
課
題
と
し

て
取
り
組
み
た
い
。

会
員
諸
氏
の
ご
協
力
ご

支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

東
海
道
五
十
三
次
を
歩
く

今年３月末退職、４４年間を走ってきた仕事人
生。家庭の事は全て妻に、そんな自分を振り返れ
ば病気もせずにこれた事を妻に感謝。

休日はゴロンとテレビ観戦、そんな姿に「土曜
日に身体動かしに行く？」昔からフィットネスに

行っている妻からの忠告。還暦祝いの日「お父さ
ん運動して体力つけなあかんよ、仕事を辞めてす
ぐ逝く人いるんやから」と子供達が私に意見。そ

の頃から坂道を登り家に着けば息切れと体力の衰
えが気になり始めた。「お前が行っているフィッ
トネスに行こうかな」と言うと、妻に「やっとそ

の気になったの？」とまるで子供に躾をするよう
な返事。「これからは地元の人との触れ合いを大

切にしていったら？」妻の進言にうなずく。
初めて体育館へ、参加者の多さと熱気に圧倒さ

れる。「すごいな～俺も負けてられん」と痛感。

そんなある日、中川さんから「島田さんゴルフク
ラブに入って楽しみませんか」と誘いがかかりす
ぐその気に。あれから早や１年半、入って良かっ

た。ゴルフ仲間も出来、今は楽しい土曜日を過ご
している。

地域に無縁だった自分に猛省。これからは地元
に根を下ろし、心の触れ合いを大切にしたい。昔
の青春を取り戻したい。そんな無理？な願望を抱

きながら「さあ、人生これからや！」

人
物
紹
介

顧
問

辻

寿
一
先
生


